
オリンピックが終わって……
世界の「体育」って？

たぶん
か子ども基金への

寄付
をいただきました！
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私たちは、国籍や言語、文化の違いをお互いに尊重する社会を目指しています。
外国にルーツを持つ子どもたちの教育、とくに高校進学に力を注いでいます。
私たちが思い描く多文化共生社会とは、国籍や言語、文化、民族などの異なる人々が、互いの違いを認め、対等

な関係を築こうとしながら共に生きていく社会です。外国にルーツをもつ人々が、不当な社会的不利益をこうむ

ることなく、また、それぞれのアイデンティティを否定されることなく、社会に参加することを通じて実現される、

豊かで活力ある社会です。多文化共生社会を実現するためには、以下の 3 つの視点が必要だと考えます。

基本的人権の尊重
「ことば」「制度」「こころ」の壁に

起因する社会的不公平によって、

誰もが等しく持つ権利が損なわれ

る不公平を是正する

少数者への力づけ（エンパワメント）
自分の文化や言語を享受できる環境づ

くりや安心して自分を出せる居場所づ

くりにより、少数者自らが自分自身を

支えていく

社会へのアプローチ
「日本人」・日本社会が少数者の置かれて

いる状況を理解するとともに、多文化共

生社会の意味や大切さ、（大変さ・楽しさ）

を理解し、多数者である「日本人」も変

わり、少数者とともに生きていく。

教育実態調査、多言語高校進学ガイダンス、「たぶんかフリースクール」の実践など、外国にルーツを持つ子どもた

ちの日本語・教科・高校進学支援を通して、外国にルーツを持つ子どもたちを正規の学校へつなげます。

私たちのビジョン

私たちのミッション

外国にルーツを持つ子どもたちの教育を受ける機会の拡大に努めます。

「たぶんかフリースクール」での日本語・教科・キャリアデザイン教育、行事・イベントなどを通して、外国にルー

ツを持つ子ども達が日本の社会で各々の個性や能力を発揮できるようサポートします。

外国にルーツを持つ子どもたちがそれぞれの持つ個性や能力を発揮し、
日本社会で活躍できるような教育の実現に取り組みます。

講演やワークショップ、イベント、広報活動、教育実態調査、ボランティア機会の提供により、多文化共生の理念

を広く社会に広げます。

国籍、言語、文化の違いを認めてお互いを尊重する教育の実現に取り組みます。

私たちの取り組み

外国にルーツを持つ子どもたちが毎日通え、日本語や
教科を勉強できる学びの場を提供しています。
: たぶんかフリースクール
主に学齢超過生徒や母国で中学を卒業した生徒を対象に、高

校受検を目指した学習をサポート。荒川区内の中学校に通う

来日後間もない生徒への日本語指導。

外国にルーツを持つ親子へ、多言語で教育に関する情
報を提供しています
: 教育相談
: 多言語による高校進学ガイダンス

ボランティアとして多くの方に関わっていただく機会
を提供するとともに、子ども一人ひとりへきめ細かい
サポートを行っています。
: 子どもプロジェクト（学習支援）
毎週土曜日、中高生を対象に日本語や教科をボランティアが

一対一でサポート

: 親子日本語クラス
毎週土曜日、小学生以下の子どもへは日本語や学校の勉強、　

親へは生活に必要な日本語を一対一でサポート

多くの皆さんに知っていただくための
働きかけをしています
: 外国にルーツを持つ子どもへの教育実態調査
: 研修会・セミナー・ワークショップ等への講師派遣、
 人材育成、自主セミナー
: メールマガジン、ブログ、
 ニュースレター「みんぐる」の発行

@tabunka_tokyo

facebook.com/tabunkatokyo

http://tabunka.or.jp/
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彼・彼女らの姿を少し紹介させていただきます。

　多文化共生センター東京では 2009 年に UBS ファ

イナンシャル・グループ様ご協力のもと、「教育支援

基金」を立ち上げ、経済的な理由から授業料を支払え

ない子どもたちへのサポートを始めました。これまで

学びたくても学ぶことのできなかった子どもたちが、

「教育支援基金」によって授業料の一部サポートを受

け、たぶんかフリースクールに通うことができました。

リーマンショックや震災以降、授業料の支払いに困窮

する家庭も増え、基金を必要とする子どもは増加する

傾向にあります。そこで基金の拡充を目指し広くご支

援をお願いするために、「教育支援基金」を新たに「た

ぶんか子ども基金」として立ち上げました。6 月に

スタートした「たぶんか子ども基金」は 10 月まで

に 12 人の方に寄付をいただき、191,000 円が集ま

りました。　

　現在、本校 8 名、新宿校 2 名の生徒たちが「たぶ

んか子ども基金」でフリースクールに通っています。

寄付をいただいたみなさま、情報を広めてくださっ

たみなさま、ほんとうにありがとうございます。

　17 歳の A さんはアルバイトをして家計を助けてい

るため、みんなと一緒に校外学習やスポーツ大会に行

くことができません。朝からランドリー工場でアイロ

ンがけの仕事をし、午後からフリースクールで勉強し

ます。そして帰宅したら母国にいるお母さんの代わり

に家族の夕飯をつくります。フリースクールの授業料

の 8 割は「たぶんか子ども基金」から支援されますが、

残りの２割は自分で稼いだアルバイト代から支払って

います。もし「たぶんか子ども基金」がなかったら、

フリースクールに通うことができなかったかもしれま

せん。スタッフは給料日の後に授業料を払いに来る彼

女に、他の子とは違う言葉をかけています。「お疲れ

さま。今月もがんばったね。」



　皆さん、「スポーツの秋」、してますか？　今年の夏はオリンピックで沸きましたね。

私は開会式で聖火が参加国・地域と同様の 205 個の器に灯されて、花のように立ち昇って一つの大きな炎にな

る様に感動しました。前号では各国の教育制度をご紹介しましたが、言葉の影響を受けにくい体育の授業は、た

ぶんかフリースクールの子どもたちにとって馴染みやすそうでいて、実は国によって違いがあり、戸惑うことが

多いようです。今回は、オリンピックと体育についてご紹介します。
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・ミャンマー
1948年にビルマとして初出場後、1989年からはミャンマーとして参加。2012年ロンドン大会には6人が出場。

・ネパール
夏季大会ではメダルがないが、1924 年冬季オリンピックでは「登山」でメダルを獲得している。

・リトアニア
1924 年のパリ大会から参加したが、1940 年にソビエト連邦に併合。1990 年に独立を果たし、1992 年の

アルベールビル大会よりリトアニアとして再び参加。

・日本
初出場は1912年の第5回ストックホルム大会。出場したのは三島弥彦（短距離走）と金栗四三（マラソン）の2名。

初の金メダルは、1928 年アムステルダム大会での陸上・三段跳びの織田幹雄。

■参考文献：

・Marshall, J. and Hardman, K. (2000). ‘The State and Status of Physical Education in Schools in International Context’. European Physical 

Education Review, 6 (3), 203-229.

・公益財団法人日本オリンピック委員会 HP

  http://www.joc.or.jp/  

・筑波大学 HP「大学案内＞嘉納治五郎」

  http://www.tsukuba.ac.jp/about/kano/  

初参加した年
出場回数

中国 1932 年ロサンゼルス大会

タイ

フィリピン

ミャンマー

インド

ネパール

2012 年
ロンドン大会含む

ポーランド

リトアニア

ペル―

日本

累積メダル獲得数
（2012 年ロンドン大会含まず）

総メダル数 金メダル
メダル獲得数の多い競技

2012年ロンドン大会結果

総メダル数 金メダル

1952 年ヘルシンキ大会

12 回

15 回
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16 回

23 回
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20 回
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18 回

21 回

385

21

9

0

18

0

261

16

4

360
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7

0

0

9

0

62

4

1

123

88

3

0

0

6

0

10

5

0

38

38

0

0

0

0

0

2

2

0
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1924 年パリ大会

1900 年パリ大会

1924 年パリ大会

1924 年パリ大会

1912年ストックホルム大会

1948 年ロンドン大会

1920年アントワープ大会

1964 年東京大会

飛び込み、卓球、
バトミントン、体操

ボクシング、重量挙げ

ボクシング

射撃

陸上、フェンシング

陸上、近代五種

水泳、体操、柔道

ホッケー、射撃、レスリング

■各国でのオリンピック

・筑波大学体育ギャラリー HP

  http://info-d.geijutsu.tsukuba.ac.jp/~stweb/

・ホームメイト 柔道チャンネル

  http://www.judo-ch.jp/

・ロンドンオリンピック公式 HP

  http://www.london2012.com/

出典：ロンドンオリンピック公式 HP（http://www.london2012.com/）から筆者作成

国名
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■体育とオリンピックと嘉納 ( かのう ) 治五郎 ( じごろう )

　日本では、体育とオリンピックをつなぐキーパーソンがいます。嘉納治五郎をご存知でしょうか？　講道館柔

道を創設した嘉納治五郎は、日本の体育教育に貢献するとともに、国内外で近代オリンピックの推進に貢献しま

した。1915 年に東京高等師範学校（現在の筑波大学）に日本初となる「体育科」を設置し、他教科と同等の

科とすることで学校教育における体育の位置づけを確立しました。

　「スポーツを通して心身を向上させ、さらには文化・国籍など様々な差異を超え、友情、連帯感、フェアプレー

の精神をもって理解し合うことで、平和でよりよい世界の実現に貢献する」という精神で近代オリンピックを提

唱したクーベルタン男爵の精神に共鳴し、1909 年にアジア初の国際オリンピック委員会委員に就任後、当初ヨー

ロッパ諸国を中心に始まった近代オリンピックを、アジアを含めた真に世界的なものにしようと尽力しました。

特に、オリンピック精神に、武道の精神である「精力善用・自他共栄」の考え、「つまり心身の持つすべての力

を最大限に生かして、社会のために善い方向に用いる」とともに「相手に対し敬い、感謝することで、信頼し合い、

助け合う心を育み、自分だけでなく他人と共に栄えある世の中にしようとする」という精神を融合させることを

目指しました。

■「体育」という科目

　日本の教育にしっかり組み込まれている「体育」、世界ではどうなのでしょう？

1978 年にユネスコで、「体育とスポーツに関する国際憲章」(International Charter of Physical Education and Sport)

が採択され、体育（Physical Education）は全人類の基本的な権利であり、教育の中に組み込まれなければならな

いということが宣言されています。

　しかしながら、実際の体育の授業がきちんと行われているかというと、必ずしもそうではないようです。

1990 年代に欧米をはじめ世界各地で体育の授業時間が削られる傾向が見られました。1998 年に実施された

世界 120 以上の国・地域でのアンケートをもとにした論文があります。これによると世界全体で 92％の国・

地域で学校の授業で「体育」を実施することが定められていますが、その定めに従って体育の授業が実践されて

いるのは 71％でした。たとえばイギリスでは他の授業より重要度が低いとみなされて授業時間が削られたり、

アフリカのベナン、ウガンダ、ボツワナでは、授業時間や内容は校長先生や主任の恣意的な判断に左右され、英

語や数学などのより重要だと考えられた科目に時間が割かれていたそうです。

　体育の授業が十分行われない原因として、施設が整備されていない、きちんと訓練された教員がいない、など

が挙げられます。適切な施設があるのは、全世界で 31％だけでした。たとえばフランスでは学校で水泳を教え

ることが義務付けられているものの、プールが町になくて教えられない場合があり、ギリシャでは体育は必修に

もかかわらず施設が整っておらず、天気が悪いと授業がなくなるそうです。教員ついては、たとえばボツワナで

は体育は単に「見張りのいる遊び」となっており、カナダでは小学校の教員は体育教育の訓練を受けていません。

またマレーシアでは教員は授業の始まりに現れ、授業の終わりに笛を吹いて生徒を集めるだけ、フィリピンでは

教育として体育を学んでいない元スポーツ選手が体育の教員になっているそうです。

　この結果が各国の状況を正確に反映しているとはいいがたいかもしれませんが、全世界的に見て体育の授業が

十分行われていない、という現象は確かなようです。

・いちばん人気のあるスポーツはなんですか？
　バスケットボール（中国、フィリピン、リトアニア、インド）　　サッカー（ネパール、ミャンマー、タイ、ポーランド）

・学校の授業に「体育」はありましたか？
　週に1回（フィリピン、タイ、インド）、週に 2 回（中国、ネパール）、週に 3 回（リトアニア、ポーランド）

   ありませんでした（ミャンマー） 

・スポーツの授業で“水泳”はありましたか？
　「ありました」はポーランドのみ。でも学校にプールはなく町の施設にバスで通っていたそうです。

・母国と日本と両方の中学校を経験した生徒が体育の授業で驚いたこと
　「運動会があったこと」（リトアニア）　　　　「みんなが本気でやっていたこと」（フィリピン） ( 奥村 )

■みんなの学校ではどうだった？（たぶんかフリースクールの子どもたちへのインタビューより）
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今回はフリースクールの子どもたちの作文を紹介します。

    あ  の  日  は  、   集  合   の   時  間  は  と   て  も   早   く  て 、    八  時   十  五 　分  だ っ  た 。     さ   い 

し ょ  に 、    新 大  久 保 駅  で  電 車  に 乗  っ て  か  ら 、  浜 松 町 駅 で お  り  た 。   十  分  

く ら  い  歩  い て  、   東  京  タ  ワ  ー  に  つ  い  た   。   説  明 を  聞  い  た  後  、   す  ぐ  に  見  学 

を  始 め  た  。    十  一  時  半  ご  ろ  ま  た  出  発  し  た  。    浜  松  町  駅  に  も  ど っ  て  行 っ て   、    

モ  ノ  レ  ー  ル  に  乗  っ  た  。    写  真 を  た  く  さ  ん  と っ  た  。    A  N   A  工  場  で  飛  行 機 

を  作  る  こ  と  に  つ  い  て  話  を  聞  い  て  、   整  備  工  場  を  見  に  行 っ   た  。    そ  い  う 所  

に  初  め  て  い  た  の  で  す  ご い  と  思 っ   た 。    さ  い  度  、    モ  ノ  レ  ー  ル  に  乗 っ   た  。   

み  ん  な  は  も  う  つ  か  れ  て  い  た  。   さ  い  ご  に  羽  田  空  港  第  二  ビ  ル  展  望  デ   ッ キ 

か  ら  飛  行  機  を  か  ん  さ  つ  し  た  。   今  ま  で   、    P   O   K  E   M   O   N  の  飛  行  機  も  あ 

る  を  ぜ  ん  ぜ  ん  知  ら  な  か っ  た  。

     社  会  見  学  中  は  楽  し  か っ   た  と  思  う 。    楽  し  か  っ  た  い  が  い  、    ゆ  う  い  ぎ  だ  

っ  た 。    い  ろ  い  ろ  勉  強  に  な  っ  た  。    と  く  に  飛  行  機  に  つ  い  て  私  の  注  意  を  一      

番  引  い  た 。

      私 の　  考 　え 　で　は 　、　 校  外  学  習  は  す  ご  く  よ  い  こ  と  だ  。    い  つ  も  朝  か  ら  夜  ま

で    、    学  校  の  建  物  内  で  勉  強  す  る  か  ら  、    つ  か  れ  て  し  ま  う  。    校  外  学  習    に 行     

 っ   て  、    外  い  ら  れ  る  と  、    体  に  と っ   て  も  い  い  し  、    友  達  と  遊  ぶ  の  も  で  き る。      

　将 来  、    同  じ  よ  う  な  遠  足  が  あ  っ  た  ら  、    ぜ  ひ  、    さ  ん  か  し   た  い  と  思  う  。

    九  月   二  一 日  に 、    多  文　化   フ  リ  ー  ス  ク ー  ル   の  生  徒 た  ち   と  い っ  し ょ  に 社

　会　見  学 に 行 っ  た 。   行 き  先  は   東  京 タ ワ  ー  と   A  N  A  整  備   工 場 だ っ た  。

「社会見学」 M さん（17 歳）ポーランド出身、2012 年 5 月入学

　  わ  た  し  と  友  だ  ち  ネ  パ  ー  ル  の  お  祭  へ  い  き  ま  し  た  。    こ  の  祭  が  ９  が  つ  1

6  に  ち  に  あ  り  ま  し  た  。    そ  こ  に  い っ  た  と  き  て  ん  き  が   い  い  で  す  。    わ  た  し

は  よ  る  ４  じ  ご  ろ  祭  へ  い  き  ま  し  た  。    こ  の  お  祭  は  女  の  祭  で  す  。    み  ん  な  女

の  人  が  赤  い  ろ  の  よ  う  ふ  く  を  き  ま  す 。    人  が  お  お  い  で  す  。    お  祭  で  い  ろ  ん

な  た  べ  も  の  が  あ  り  ま  す  。    で  も  け っ   こ  ん  し  て  る  女  の  人  が  ご  し  ゅ  じ  ん  の

た  め  に  な  に  も  た  べ  ま  せ  ん  。    み  な さ  ん  お  ど  り  ま  す  。    こ  の  お  祭  の  た  め  に

ネ  パ  ー  ル  か  ら  ゆ  う  め  い  な  か  し ゅ   が  日  本  へ  き  ま  し  た  。    祭  り  い  っ  た  と  き

女  の  人  は  お  か  ね  を  か  か  り  ま  せ  ん  。   お  祭  が  と  て  も  お  も  し  ろ   か  っ  た  で  す。

S さん（17 歳）ネパール出身、2012 年 4 月入学「お祭り」



子どもと一緒に勉強をしていると、単なる教科の得手不得手だけではなく、言語の壁を強く感じます。

例えば英語では、意味が分かっていても日本語訳でつまずくことがあり、数学では、概念は同じはず

なのに単語が分からないことがあります。それぞれの教科の勉強が日々の授業や受験のためとはいえ、

ずっと日本で日本語を使って生活してきた人とは比較できない負担があると思います。そんな中でも

少しずつ日本語を上達させ、来る試験や受験に臨む姿には敬服せざるを得ません。

　最近一番印象に残っているのは「学校でうまくなじめない」と話していた女の子のことです。彼女

は勉強熱心で優秀な子であるように見受けられましたが、他の日本人の生徒とは気軽に話すのが難し

いとのことでした。言語、文化の違いが勉強だけでなく、生活や人間関係にも大きく影響することを

痛感しました。その時私はただ聞くことしかできなかったのですが、センターが学校で気軽に話せな

いようなことについても、ポロっと言えるような場になっていることにある種の安心を覚えました。

今後も微力ながらにお手伝いがしていけたら良いなと考えています。

　多文化共生を語る際に、人権を初めとする様々な面からアプローチを

試みる著作は多いが、本書は日本の各地域及び移民国家化している諸国

の政策と制度に焦点を当てた内容となっている。また本書は著者の博士

論文を元に書かれた一冊である。博士論文といってもいわゆる学術的な硬い内容のものではなく、学校や職場

といった多くの人が経験する場にも焦点が当てられ、入り込みやすい内容となっている。

日本の学校の制度の不備について記された箇所（本書３８頁）やドイツでの取り組み（同５８頁）を読み比べ

ると両国の違いが分かり、興味深い。とりわけ、労働力として受け入れた外国人がそのまま定住し、その後に

起こる問題や課題については考えさせられる。また日本各地で NPO/NGO の取り組みも紹介されており、身

近なところでの出来事として体感しやすい内容となっている。

　今日、特に首都圏では外国人の隣人が珍しくなくなったが、彼らが普段どのような制度（環境）の中で生活

しているかといった一端が見えてくる、またドイツやオーストラリアといった馴染みの深い国々での政策や制

度を知ることにより、日本の現状を考えるきっかけを与えてくれ、我々が直面する課題も見えてくるのではな

かろうか。

イ チ オ シ

多文化共生社会と外国人コミュニティの力

　昨年の10 月頃から土曜日の子どもプロジェクトに参加してい

る加藤玲奈と申します。大学生の時から多文化共生や外国にルー

ツを持つ子ども達への支援に関心を持っておりました。社会人

になって私なりに奮起し、多文化共生センターの門をくぐりま

した。毎週参加しているのではないのですが、それでも受け入

れて下さるセンターに感謝しつつ、細く活動を続けています。

吉富志津代

加藤玲奈さん

( 鴻森 )
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＜ギャップジャパン様の本社へ職業体験に行ってきました！＞
　多文化共生センター東京では、ギャップ財団よ

り助成を頂き、たぶんかフリースクールでのキャ

リア教育プログラムを行っています。その一環で、

フリースクールの生徒たちがギャップジャパン様

の本社へ職場体験に行きました。社員の方がどん

なお仕事をしているかの説明やその方のキャリア

ヒストリーなどを聞いた後、ギャップのロゴをつ

くるデザイン体験。色とりどりの写真がプリント

された紙を切り貼りしてつくったコラージュの

真ん中に、白で「GAP」の文字をスタンプしてオ

リジナルのロゴの完成。その後「なぜこういうデ

ザインにしたのか」をみんなの前で説明し、コン

テストも行いました。

６

秋です。「食欲の秋」、「読書の秋」、「スポーツの秋」、なにをしても気持ちのいいこの季節。

8 月の終わりから 9 月にかけて、たぶんかフリースクールでもたくさんのイベントがありました。

＜スポーツスタッキングの大会をおこないました！＞
　スポーツスタッキングとは、コップを積み上げて

速さを競う競技で、UBSファイナンシャル・グルー

プ様と協働で行っているBBCプロジェクト の一環

で取り入れられ、UBS 様よりたくさんご寄贈いた

だきました。当日はフリースクール生徒、小学生、

高校生ボランティア、事務局スタッフ、先生方な

ど約20名が大会に参加しました。 個人戦は 1～ 3

位まで、団体戦は優勝チームに豪華賞品があると

いうことで、大会が始まると、笑いあり、涙あり

で大盛り上がりでした。

* BBCプロジェクトは、外国にルーツのある子どもたちや一人

親家庭、児童養護施設の子どもたち、障がいのある子どもたち

を対象とし、それぞれの個性を十分に発揮して積極的に社会に

参加していけるよう支援するプロジェクトです。

*

あき　　　　　　　しょくよく　　あき　　　どくしょ　　あき　　　　　　　　　　　　　　あき　　　　　　　　　　　　　　　　き も　　　　　　　　　　　　　きせつ

がつ　　 お　　　　　　　　  　　  がつ

たぶんかきょうせい　　　　　　　　　とうきょう　　　　　　　　　　　　　   ざいだん

じょせい　　 いただ

きょういく　　　　　　　　　　  おこな                      　　　　　　　　　　　いっかん

せいと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さま

ほんしゃ　　しょくばたいけん　　　い　　　　　　　　　　  しゃいん      　かた　

しごと　　　　　　　　　　　　　　　せつめい　　　　　　　かた

き　　　　　あと

たいけん　　いろ　　　　　　　　　　  しゃしん

かみ　　  き 　　　は

ま　　　なか　　　  しろ　　　　　　　　　　　　　  もじ

かんせい　　　　　　  ご

さま　　　 　ほんしゃ　   　　　しょくぎょうたいけん　　  　　　い

まえ　　せつめい

たいかい

つ　　　あ

はや　　　   きそ　    きょうぎ　　　　　　　　

さま　  きょうどう　おこな  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いっかん

と　　　い　　　　　　　　　　　　  　さま　  　　　　　　　　　　　　　きぞう

とうじつ　　　　　　　　　　　　　　　　せいと　　  しょうがくせい

こうこうせい　　　　　　　　　　　　　　　じむきょく　　　　　　　　　　　せんせいがた

やく　　　めい　　　たいかい　　さんか　　　　　　　　　　こじんせん

い　　　　　　　だんたいせん　　ゆうしょう　　　　　　  　ごうかしょうひん

たいかい　　はじ　　　　　　　　わら　　　　　　　　なみだ

おおも　　　あ

がいこく　　　　　　　　　　   こ　　　　　　　　ひとり

おやかてい　  じどうようごしせつ　　 こ　　　　　　　　しょう　　　　　　      こ

たいしょう　　　　　　　　　　 　こせい　じゅうぶん　はっき　　せっきょくてき    しゃかい

さんか　　　　　　　　　　　 しえん



＜スポーツ大会をおこないました＞
　イー・アクセス様の社会貢献活動の一環として、

たぶんかフリースクールの生徒とのスポーツ交流

会を行いました。イー・アクセスの社員やご家族、

友人の皆様 20 名と、たぶんかフリースクールの

生徒 25 名が、卓球とドッヂボール、バドミント

ンなどで交流しました。

ドッヂボールのルールを知らない生徒もたくさん

おり、まずはデモンストレーション。

実際にやってみると、最初は分からなくても、み

校外学習に行ってきました！

　そして最後のおおきなイベントは「校外学習」！　今年は東京タワーと ANA の整備場へ。

まずは浜松町で集合して、東京タワーへ。150ｍの大展望台から東京の街を眺めました。それからモノレール

に乗って ANA の整備場へ。飛行機の定期点検と整備をするところです。最初に説明を受け、飛行機がどのよう

にできるのかのビデオを見ました。それから全員ヘルメットをかぶり、ドック（格納庫）へ。整備をしている飛

行機を間近で見ることができました。最後はまたモノレールで羽田空港へ行き、展望デッキで飛行機を見ました。

東京タワーも整備場も楽しかったですが、いちばん嬉しかったのは「みんなで遠くに出かけられたこと」かもし

れません。来年にはべつべつの高校に進学する生徒たちの、思い出の一日になったことと思います。

７

んな必死で逃げたり、当てたり、大盛り上がりで

した。卓球大会では、3 人 1 チーム、計 6 チー

ムでのトーナメント戦。イー・アクセス様と当セ

ンターの混合チームで真剣勝負。残暑の残る日で

したが、みんなおもいっきり体を動かしました。

　羽田空港の新整備場に着いて、飛行機のうんてん室

を見ました。そこに入って、うんてんしました。将来、

これやりたいと思いました。でも私が一番好きの事は、

羽田空港でいろいろなひこうきのとび立つ姿を見まし

た。その中でポケットモンスターの飛行機を見ました。

すごくうれしかったです。

　最初、駅から見た東京タワーはあまり高

くないとおもいました。でも歩いて、だん

だん高くなりました。東京タワーに着いた

時、ほんとうに高いと思いました。びっく

りして、立派だとおもいました。

たいかい

さま　　しゃかいこうけんかつどう 　 いっかん

せいと　　　　　　　　　　　　  こうりゅう

かい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 　しゃいん 　　　　  かぞく

ゆうじん　　みなさま　　　　　めい　　  　

せいと　　　　　　めい　　　　たっきゅう

こうりゅう

し　　　　　　　せいと

じっさい　　　　　　　　　　　　　　　　さいしょ　　 わ

ひっし　　 　に　　 　　　　　   　 あ　　　　　　　　　おおも　　　あ

たっきゅうたいかい　　　　　　　にん　　　　　　　　　　　けい

せん　　　　　　　　　　　　　　　　 さま        とう

こんごう　　　　　　　　しんけんしょうぶ　　ざんしょ　　のこ　　　ひ

からだ　うご

こうがいがくしゅう　　　　　　い

さいご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　こうがいがくしゅう　　　　　   ことし　　とうきょう　　　　　　　　　　　　　　　せいびこうじょう

はままつちょう　しゅうごう　  　　　とうきょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　だいてんぼうだい　　　　とうきょう　　まち　　ながめ

の　　　　　　　　　　　　せいびこうじょう　　　　ひこうき　　　ていきてんけん　　　せいび　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さいしょ  　せつめい　　   う　　　　　　ひこうき

み　　　　　　　　　　　　　　　　 ぜんいん  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かくのうこ　　　　　 　　せいび　　　　　　　　　　　ひ

こうき　　　まぢか　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さいご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はねだくうこう　　　い　　　　てんぼう　　　　　　　　ひこうき　　　　み

とうきょう　　　　　　　せいびじょう   　たの　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うれ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とお　　   　　で

らいねん　　　　　　　　　　　　　　 こうこう 　  しんがく　　　　せいと　　　　　　　　　おも　　  で　　  いちにち　　　　　　　　　　　　　　おも

さいしょ　　えき　　　　み　　 とうきょう　　　　　　　　　　　    たか　　

たか　　　　　　　　　　　　　 とうきょう　　　　　　　つ

ある

とき　　　　　　　　　　　 たか　　　　おも

りっぱ

はねだくうこう　　　しんせいびじょう　つ　　　　　　    ひこうき　　　　　　　　　　しつ

み　　　　　　　　　　　　　はい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうらい

おも　　　　　　　　　　　　わたし　 いちばんす　　　　 こと

はねだくうこう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た　　　すがた　み

なか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひこうき　　　   み



８

　８月、子どもクラスでは、勉強のあとみんなで

ジョイフル三の輪商店街の縁日に行きました。 縁

日には輪投げや射的などたくさんお店がありまし

たが、多文化の子どもたちに一番人気があったの

は、金魚すくい。初めて見た、という子どもがほ

とんどで、初めは遠くからめずらしそうに眺めて

いるだけでした。が、遊び方を理解すると、ひと

りまたひとりとチャレンジ開始。他のお店も楽し

そうだよ、と声をかけても、全く金魚すくいから

離れようとせず、持ってきていたお金すべてを金

魚すくいに使った子もいたほど！帰り道は全員が

金魚の入った巾着をもち、満足そうな表情でした。

 　この日は来日したばかりの中国出身の S 君が

参加していました。縁日に向かう時一人で歩いて

いた S 君に、話しかけにいく同じ中国出身の K 君。

この K 君、実は縁日に行く前の勉強時間中、同じ

教室で勉強していた S 君を見てこんな話をしてく

れていました。日本に来てすぐの頃は、日本語が

わからなくて学校が嫌で仕方なかったこと、家に

帰ってもずっと日本語を勉強していて、遊べなく

て嫌だったこと、「だからあの子は今大変だと思う

よ」と同じ経験をした先輩として S 君の気持ちを

代弁してくれていたのです。

　私には K 君と S 君が何を話していたのかわか

らなかったのですが、S 君がホッとしたよ

うな表情になっていくのがわかりました。K 君の

さりげない気遣いに温かい気持ちにさせてもらっ

た瞬間でした。

　S 君にとっても K 君にとっても、今後ともお互

いの気持ちがわかりあえる居場所であり続けてい

きたいと思います。（中島）

　子どもたちにとってはたくさんの宿題をしなけ

ればならない夏休みも終わってしまい、二学期に

入りました。

　二学期は学校でも様々な行事がありますが、同

時に受験期が迫りつつあり、また高校受験のため

の模擬試験もはじまるので、土曜日に来る子ども

たちも少しずつ勉強に励む時期になります。ボラ

ンティア一同も教えることに集中するようにな

り、季節とともに土曜日の雰囲気が変化していき

ます。こうしたこともボランティアにとってはひ

とつの楽しみかもしれません。

　勉強の話が続きますが、１０月には英検もあり、

子どもプロジェクトでは受験生だけでなく、１年

生、２年生も何人も受験します。英検は日本の中

高生にも馴染み深い試験ですが、外国にルーツを

持つ子どもたちにとっても自分の力を見せる良い

機会のようです。子どもプロジェクトではネイティ

ブや英語が得意なボランティアによる指導も行わ

れ、各々試験前は自分の力を発揮できるよう努め

ている光景がみられます。

　これからの時期は受験に向けて忙しい時期に入

りますが、頑張る子どもたちの姿を見て、かえっ

て刺激を与えられるボランティアも多いのではな

いでしょうか。（鴻森）

　　がつ 　    こ　　                                                              べんきょう

み  　　 わしょうてんがい　　えんにち　　　い　　　　　　　　　　えん

にち　　　　わ　な　　　 　しゃてき　　　　　　　　　　　　　　みせ

た　ぶん か　　 こ　　　　　　　　　　　いちばんにんき

きんぎょ　　　　　　　　はじ　　　　み　　　　　　　　　　　こ

はじ　　　　とお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なが

あそ　　かた　　 り　かい

かいし　　　ほか　　　　みせ　　たの

こえ　　　　　　　　　　　　まった　きんぎょ

はな　　　　　　　　　　　　　　 も　　　　　　　　　　　　　　 かね　　　　　　　　きん

ぎょ　　　　　　　　つか　　　　 こ　　　　　　　　　　　　　かえ　　みち　　ぜんいん

きんぎょ　　はい　　　　きんちゃく　　　　　　　まんぞく　　　　　ひょうじょう

ひ　　　らいにち　　　　　　　　　　　　ちゅうごくしゅっしん　　　くん

さん　か　　　　　　　 　　　　　　　えんにち　　 む　　　　 とき　ひとり　　 ある

くん　　　はな　　　　　　　　　　　　おな　　ちゅうごくしゅっしん　　　くん

くん　　じつ　　えんにち　　 い　　　まえ　　べんきょうじかんちゅう　　おな

きょうしつ　　べんきょう　　　　 　　　　　くん　　 み　　　　　　　　はなし

に ほん　　 き　　　　　　　　　ころ　　　　 に ほん ご

がっこう　　いや　　 し　かた　　　　　　　　　　　　　　いえ

かえ　　　　　　　　　　　　に ほん ご　　 べんきょう　　　　　　　　　　あそ

いや　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こ　　　いまたいへん　　　　おも　

おな　　けいけん　　　　　　せんぱい　　　　　　　　 くん　　 き　も　

だいべん

わたし　　　　　  くん       　　　くん　　なに　　はな　

くん　

ひょうじょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くん

き　づか　　　　あたた　　　 き　も　　

しゅんかん　　

くん　　　　　　　　　　　　　くん　　　　　　　　　　　　こんご　　　　　　　たが　

き　も　　　　　　　　　　　　　　　　　い　ば しょ　　　　　　つづ

        おも　　　　　　　　　なかじま

こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅくだい

　　　　　　　　　　　　なつやす　　　　 お　　　　　　　　　　　　　　　に　がっ　き

に　がっ　き　　　がっこう　　　　さまざま　　ぎょうじ　　　　　　　　　　　　　　　どう

じ　　　じゅけんき　　　せま　　　　　　　　　　　　　　　　こうこうじゅけん

　　 も　ぎ　し　けん　　　　　　　　　　　　　　　　　ど　よう　び　　　く　　　こ　　

　　　　　　すこ　　　　　　べんきょう　はげ　　 じ　き

　　　　　　　　いちどう　　おし　　　　　　　　　　しゅうちゅう

はい　　　　　　　　

　　　　　き　せつ　　　　　　　　 ど　ようび　　　ふん い き　　　へん か

　　　　　　たの

べんきょう　はなし　つづ　　　　　　　　　　　　　　がつ　　　　えいけん

こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じゅけんせい　　　　　　　　　　　　　　ねん

せい　　　　ねんせい　　なんにん　　じゅけん　　　　　　　　えいけん　　 に　ほん　　ちゅう

こうせい　　　 　な じ　　　ぶか　　 し けん　　　　　　　　がいこく

も　 　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　ぶん　　ちから　　み　　　　　よ

き　かい　　　　　　　　　　　　こ

　　　　えい　ご　　　とく い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し どう　　　おこな

　　　　おのおの し けんまえ　 じ ぶん　 ちから　 はっ き　　　　　　　 　　　つと

　　　　　 こうけい

　　　　　　　　　　じ　き　　 じゅけん　　 む　　　　いそが　　　　じ　き　 　はい

　　　　　　　　 　がん ば　　　こ　　　　　　　　　　すがた　　み

　　し げき　　あた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おお

　　　　　　　　　　　　　　　こうのもり



　昨年の10 月頃から土曜日の子どもプロジェクトに参加してい

る加藤玲奈と申します。大学生の時から多文化共生や外国にルー

ツを持つ子ども達への支援に関心を持っておりました。社会人

になって私なりに奮起し、多文化共生センターの門をくぐりま

した。毎週参加しているのではないのですが、それでも受け入

れて下さるセンターに感謝しつつ、細く活動を続けています。

９

There had been lots of events this autumn.  

 On August 28, we went to the GAP Japan Main office and listened to the career histories of the employees, 

and we also made our own Gap logo design as part of the program. On the 30th we held the first cup speed 

stacking tournament. On September 15th and on October 13th we held sport tournaments and bonded 

with the employees from various Japanese companies. On September 21, we went on a field trip to the 

Tokyo tower and to the ANA plane hangar. First we went to Tokyo tower and rose up to 150 meters to the 

observation deck and saw Tokyo from all around. From there, we took the monorail and went to the ANA 

hangar. We saw actual planes being maintained right in front of us. 

With the mock tests and the school tours, the students are being prepared for the entrance exams. So for 

once in a while, the students need to stretch their wings and forget about their problems. 

在今年秋天 , 多文化举行了各种活动。在 8 月 28 号 , 去盖普（Gap）的日本总公司，听公司职员作职业经历

介绍。并接受盖普的职员的指导，一起制作了属于自己的一个盖普的标示，体验标示设计的过程与乐趣。在30号,

举行了叠杯竞速的的速叠杯 " 竞技会。9 月 15 号和 10 月 13 号 , 举行了多文化运动会 , 和日本企业的公司职

员一起进行文化交流了。在 9 月 21 日的校外学习活动中去东京铁塔和全日空的航空维修场。首先去东京铁塔 ,

从 150 米高的的大瞭望台一览东京。然后乘坐电车 , 到全日空的航空维修场。近距离看到了正被维修保养的

飞机。最后又去了羽田空港 , 并且在瞭望台看到飞机的起降。

  模拟考试以及高中学校的观摩也开始了 , 马上就要要考试的气氛开始围绕着孩子们。偶尔也需要放松一下，

放松之后又要努力学习。

　この秋にはたくさんのイベントがありました。

　8 月 28 日にはギャップジャパン様の本社へ行き、社員の方のキャリアヒストリーを聞き、オリジナルの

ギャップのロゴをつくるデザイン体験もしました。30 日にはコップを積み上げる速さを競う「スポーツス

タッキング」の大会がありました。9 月 15 日と10 月 13 日にはスポーツ大会が行われ、日本の企業の社

員の方々と交流しました。9 月21日の校外学習では東京タワーと ANAの整備場へ行きました。まずは

東京タワーへ行き、150ｍの大展望台から東京の街を眺めました。それからモノレールに乗ってANA の整

備場へ。実際に整備をしている飛行機を間近で見ることができました。

　模擬テストや学校見学もはじまり、少しずつ受験の雰囲気になってきましたが、生徒たちはイベントで時々

“息抜き”をしながら勉強をがんばっています。

　　　　あき

　　  がつ　　　  にち　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　  さま　　ほんしゃ　　  い　　　　  しゃいん　　かた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  き

たいけん　　　　　　　　　　　　 　　　にち　　　　　　　　　　　　   つ　   　あ　　　　   はや　　　　きそ

たいかい　　　　　　　　　　　　　　　　がつ　　    　にち　　　　　   がつ　 　　    にち　　　　　　　　　　　　たいかい　   おこな　                  にほん　        きぎょう　 しゃ

いん　かたがた　  こうりゅう　　　　　　   　　　　　  がつ　　 　にち　   こうがいがくしゅう　　　   とうきょう　　　　　　　　　　　　　　 　せいびじょう　 　　い　　　　　　　　　　　　　

とうきょう　　　　　　　 い　　　　　　　　      　　　だいてんぼうだい　　　 とうきょう　  まち　　なが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  の                                                    せい

びじょう　　　　じっさい　　せいび　　　　　　　　　　　ひこうき　　　   まぢか　　　み

  もぎ　　　　　　　　 　がっこうけんがく　    　　　　　　　　　すこ　　　　　　じゅけん　　ふんいき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいと　　　　　　　　　　　　　　　  　ときどき

    いきぬ　　　　　　　　　　　　　　べんきょう




